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劉
宋
の
羊
希
占
山
法
解
釈
に
対
す
る
一
つ
の
試
み
山
崎
俊
鋭
一
六
朝
期
江
南
の
大
土
地
所
有
が
、
山
澤
封
固
と
い
う
名
の
も
と
に
進
行
し
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
来
よ
り
、
当
時
の
土
地
問
題
を
究
明
せ
ん
と
す
る
諸
先
学
の
論
考
も
、
何
等
か
の
か
た
ち
で
山
澤
封
固
に
言
及
さ
れ
て
お
り
、
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
山
澤
封
固
に
対
し
比
較
的
纏
っ
た
史
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
が
、
『宋
書
』
巻
五
四
羊
玄
保
伝
に
み
え
る
、
羊
希
の
制
定
し
た
五
条
よ
り
な
る
占
山
法
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
占
山
法
に
つ
い
て
は
、
国
家
の
山
澤
政
策
の
一
大
転
換
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
大
転
換
と
は
即
ち
、
山
澤
の
私
的
占
有
が
法
的
に
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
諸
先
学
の
見
解
も
一
致
を
み
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
法
の
意
義
及
び
法
の
恩
恵
を
被
っ
た
対
象
と
な
る
と
、
意
見
は
大
き
く
い
っ
て
二
つ
に
別
れ
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
そ
の
要
点
の
み
を
あ
げ
れ
ば
、
何
れ
も
当
時
の
官
僚
・
豪
族
等
有
力
者
に
よ
る
山
澤
の
広
大
な
占
有
を
認
め
た
上
で
、
一
つ
は
、
国
家
の
譲
歩
・
支
配
権
か
ら
の
後
退
と
み
、
今
一
つ
は
、
劉
宋
の
羊
希
占
山
法
解
釈
に
対
す
る
一
つ
の
試
み
九
九
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
通
巻
第
十
八
號
一
〇
〇
　
ユ
　
貲
簿
登
録
を
通
し
て
国
家
の
支
配
権
を
確
認
し
、
更
に
は
下
層
農
民
を
も
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
と
す
る
二
説
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
双
方
と
も
同
じ
前
提
に
立
ち
な
が
ら
、
何
故
に
こ
の
よ
う
な
見
解
の
相
違
を
生
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
六
朝
江
南
の
国
家
権
力
に
対
す
る
評
価
、
執
え
方
の
相
違
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
本
論
文
で
私
は
羊
希
の
占
山
法
に
出
来
る
だ
け
詳
細
な
解
釈
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
先
ず
自
身
の
六
朝
国
家
観
を
示
し
た
う
え
で
、
占
山
法
に
言
い
及
ぶ
の
が
本
来
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
未
だ
そ
の
よ
う
な
力
量
を
持
ち
合
わ
せ
て
も
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
先
学
諸
氏
の
論
考
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
占
山
法
解
釈
を
最
終
の
目
標
と
し
、
六
朝
国
家
理
解
の
第
一
歩
に
し
た
く
思
う
の
で
あ
る
。
二
さ
て
羊
希
の
占
山
法
解
釈
に
至
る
途
は
、
幾
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
彼
の
人
と
な
り
に
注
目
す
る
こ
と
も
一
手
段
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
羊
希
は
、
劉
宋
期
世
祖
孝
武
帝
に
仕
え
た
側
近
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
『宋
書
』
巻
九
四
恩
倖
伝
に
世
祖
親
覧
朝
政
。
不
任
大
臣
。
而
腹
心
耳
目
。
不
得
無
所
委
寄
。
と
あ
り
、
元
来
、
孝
武
帝
は
、
そ
の
出
身
が
軍
閥
で
東
晋
と
は
王
朝
の
性
格
を
異
に
す
る
劉
宋
の
中
で
も
特
に
側
近
政
治
的
傾
向
を
強
め
、
寒
人
を
重
用
し
た
天
子
で
あ
っ
た
か
ら
、
羊
希
の
人
と
な
り
を
み
る
こ
と
で
、
彼
の
占
山
法
制
定
の
意
図
を
読
み
取
れ
る
可
能
性
も
、
強
ち
無
い
と
は
断
言
で
き
ま
い
。
　こ
羊
希
に
つ
い
て
は
、
占
山
法
を
も
含
め
て
巻
五
四
羊
玄
保
伝
中
に
そ
の
記
載
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
彼
が
大
明
初
に
尚
書
左
丞
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
あ
る
外
に
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
も
み
え
て
い
る
。
益
州
刺
史
劉
璃
。
先
為
右
衛
将
軍
。
与
府
司
馬
何
季
穆
共
事
不
平
。
季
穆
為
尚
書
令
建
平
王
宏
所
親
待
。
屡
毀
璃
於
宏
。
会
璃
出
為
-
益
州
。
奪
士
人
妻
為
妾
。
宏
使
羊
希
弾
之
。
璃
坐
免
官
。
璃
恨
希
切
歯
。
有
門
生
謝
元
伯
往
来
希
問
。
璃
令
訪
訊
被
免
之
由
。
希
日
。
此
奏
非
我
意
。
璃
即
日
到
宏
門
奉
牋
陳
謝
。
云
聞
之
羊
希
。
希
坐
漏
泄
免
官
。
さ
て
、
こ
こ
で
羊
希
は
如
何
な
る
役
割
を
演
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
、
何
季
穆
の
企
み
を
知
っ
て
加
担
し
た
に
違
い
な
い
。
尚
書
令
建
平
王
宏
の
信
頼
厚
い
季
穆
の
頼
み
で
は
、
聞
き
入
れ
な
い
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
同
時
に
煩
わ
し
く
思
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ぼ
こ
そ
謝
元
伯
に
、
「実
は
私
の
意
志
で
や
っ
た
こ
と
で
は
な
い
」
と
漏
ら
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
漏
泄
の
罪
で
免
官
さ
れ
た
り
は
す
ま
い
か
ら
、
続
け
て
「事
の
次
第
は
斯
く
斯
く
然
然
」
と
詳
細
に
喋
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
次
の
記
述
も
検
討
し
て
み
よ
う
。
希
初
請
女
夫
鎮
北
中
兵
参
軍
蕭
恵
徽
為
長
史
。
帯
南
海
太
守
。
太
宗
不
許
。
又
請
為
東
莞
太
守
。
希
既
到
鎮
。
長
史
南
海
太
守
陸
法
真
喪
官
。
希
又
請
恵
徽
補
任
。
詔
日
0
1I
。
希
卑
門
寒
士
。
累
世
無
聞
。
軽
薄
多
釁
。
備
彰
歴
職
。
徒
以
青
刻
一
介
。
擢
授
嶺
南
。
千
上
逞
欲
。
求
訴
不
巳
。
可
降
号
横
野
将
軍
。
羊
希
も
ま
た
、
宮
中
の
密
室
政
治
に
参
画
し
た
天
子
側
近
の
一
人
で
あ
っ
た
。
寒
門
出
身
の
羊
希
は
、
欲
の
皮
も
相
当
つ
っ
ぱ
っ
て
い
た
ち
し
い
。
天
子
の
私
的
寵
恩
の
み
に
頼
り
、
そ
の
地
位
を
保
持
し
て
い
た
彼
に
し
て
み
れ
ば
、
自
ら
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
、
太
宗
明
帝
に
身
内
の
出
世
を
し
つ
こ
く
要
求
し
た
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
川
勝
義
雄
氏
は
、
劉
宋
・
斉
の
中
央
政
界
が
貴
族
対
皇
帝
"
恩
倖
の
闘
争
の
場
と
化
し
て
ゆ
く
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
傾
向
が
　ヨ
　
顕
著
に
な
り
、
恩
倖
の
権
力
が
政
界
に
大
き
な
力
を
持
ち
始
め
る
時
期
が
孝
武
帝
以
後
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
。
羊
希
は
、
政
界
の
ト
劉
宋
の
羊
希
占
山
法
解
釈
に
対
す
る
一
つ
の
試
み
一
〇
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ニ
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
位
置
に
す
る
ほ
ど
の
寒
人
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
占
山
法
が
孝
武
帝
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
事
実
、
又
受
け
入
れ
て
は
も
ら
え
な
か
っ
た
も
の
の
身
内
の
出
世
を
執
拗
に
請
願
し
た
点
等
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
二
・
三
流
処
の
恩
倖
と
し
て
中
央
政
界
に
一
定
の
地
位
を
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
彼
の
提
起
し
た
占
山
法
も
、
そ
の
周
辺
を
も
含
め
た
恩
倖
1
寒
人
の
利
益
を
考
慮
に
入
れ
、
又
、
そ
の
立
場
を
反
映
さ
せ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
加
え
て
、
孝
武
帝
・
前
廃
帝
・
明
帝
の
三
代
に
仕
え
、
こ
の
時
期
の
中
央
政
界
を
泳
ぎ
切
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
処
生
術
に
長
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
何
季
穆
の
事
件
の
際
に
も
正
体
を
現
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
羊
希
が
三
流
で
あ
っ
た
が
故
に
採
っ
た
身
の
処
し
方
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
す
れ
ば
、
占
山
法
に
も
究
極
的
に
は
自
身
の
立
場
・
利
益
を
代
弁
さ
せ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
そ
れ
は
飽
く
ま
で
皇
帝
.
恩
倖
の
反
感
を
買
わ
な
い
、
目
を
付
け
ら
れ
な
い
程
度
に
お
い
て
で
あ
っ
た
ろ
う
。
と
は
い
え
、
占
山
法
の
提
起
は
、
何
も
自
分
の
利
欲
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
直
接
の
原
因
・
契
機
で
あ
っ
た
は
ず
は
な
い
。
直
接
の
契
機
は
、
何
処
か
別
の
処
に
あ
っ
て
、
羊
希
は
そ
れ
に
相
乗
り
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
。
次
章
に
お
い
て
は
、
そ
の
直
接
の
契
機
に
眼
を
向
け
る
こ
と
に
し
た
い
。
三
前
章
の
課
題
を
達
成
す
る
に
は
、
先
ず
、
占
山
法
提
出
の
時
期
と
そ
の
周
辺
に
発
生
し
た
事
ど
も
を
み
る
必
要
が
あ
る
。
羊
玄
保
伝
に
は
、
羊
希
の
占
山
法
提
出
に
至
る
経
過
が
以
下
の
順
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ω
揚
州
刺
史
西
陽
王
子
尚
の
上
言
↓
②
有
司
に
よ
る
壬
辰
詔
書
の
檢
↓
㈹
羊
希
占
山
法
の
提
起
。
揚
州
刺
史
西
陽
王
子
尚
と
は
、
孝
武
帝
の
第
二
子
、
予
章
王
子
尚
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
上
言
は
、
子
尚
が
揚
州
刺
史
西
陽
王
で
あ
っ
た
と
き
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
巻
六
孝
武
帝
本
紀
よ
り
、
そ
の
年
代
を
確
認
し
得
る
。
以
下
に
列
挙
す
れ
ば
、
㈲
(孝
建
三
年
春
正
月
戊
戌
)
立
二
皇
子
子
尚
為
西
陽
王
。
㈲
(同
三
年
七
月
丙
子
)
以
南
亠兌
州
刺
史
西
陽
王
子
尚
為
揚
州
刺
史
。
㈲
(大
明
二
年
一
一
月
壬
子
)
揚
州
刺
史
西
陽
王
子
尚
加
撫
軍
将
軍
。
④
(同
三
年
二
月
)
撫
軍
将
軍
揚
州
刺
史
西
陽
王
子
尚
徙
為
揚
州
刺
史
。
但
、
占
山
法
は
、
羊
玄
保
伝
に
大
明
初
。
(羊
希
)
為
尚
書
左
丞
。
時
揚
州
刺
史
西
陽
王
子
尚
上
言
。
と
あ
る
の
に
続
け
て
提
起
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
占
山
法
制
定
に
い
た
る
一
連
の
事
は
、
恐
ら
く
、
大
明
元
年
(四
五
七
)
か
ら
二
年
(四
五
八
)
に
か
け
て
の
こ
と
、
せ
い
ぜ
い
大
明
三
年
(四
五
九
)
頃
ま
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
麗
・そ
う
し
て
、
巻
八
〇
孝
武
十
四
王
伝
に
お
い
て
、
⑨
(同
五
年
夏
四
月
癸
巳
)
改
封
西
陽
王
子
尚
為
予
章
王
。
と
な
る
。
尚
④
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
孝
武
十
四
王
伝
に
(大
明
)
三
年
。
分
浙
江
西
立
王
畿
。
以
浙
江
東
為
揚
州
。
命
王
子
尚
都
督
揚
州
江
州
之
鄙
陽
晋
安
建
安
三
郡
諸
軍
事
揚
州
刺
史
。
将
軍
如
故
。
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
名
称
上
は
撫
軍
将
軍
揚
州
刺
史
西
陽
王
に
変
わ
り
は
な
い
。
揚
州
の
内
容
が
代
わ
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
又
、
劉
宋
の
羊
希
占
山
法
解
釈
に
対
す
る
一
つ
の
試
み
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四
予
章
王
子
尚
。
字
孝
師
。
孝
武
帝
第
二
子
也
。
孝
建
三
年
。
年
六
歳
封
西
陽
王
。
と
あ
っ
て
、
孝
建
三
年
(四
五
六
)
に
六
歳
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
年
齢
僅
か
に
七
・
八
歳
の
と
き
の
上
言
で
あ
る
こ
と
も
判
明
す
る
。
子
尚
の
上
言
は
、
や
は
り
羊
玄
保
伝
に
み
え
る
が
、
山
湖
之
禁
。
雖
有
旧
科
。
民
俗
相
因
。
替
而
不
奉
。
愾
山
封
水
。
保
為
家
利
。
自
分
頃
以
来
。
頽
弛
日
甚
。
富
強
者
兼
嶺
而
占
。
貧
弱
者
薪
蘇
無
託
。
至
漁
採
之
地
。
亦
又
如
茲
。
斯
実
害
治
之
深
弊
。
為
政
所
宜
去
絶
。
損
益
旧
条
。
更
申
恒
制
。
と
い
う
の
は
、
七
・
八
歳
に
し
て
は
あ
ま
り
に
立
派
す
ぎ
る
感
が
し
な
い
で
は
な
い
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
子
尚
に
つ
い
て
は
更
に
、
孝
武
十
四
王
伝
に
初
孝
建
中
。
世
祖
以
子
尚
太
子
母
弟
。
上
甚
留
心
。
後
新
安
王
子
鸞
以
母
幸
見
愛
。
子
尚
之
寵
稍
衰
。
既
長
。
人
才
凡
劣
。
凶
悪
有
廃
帝
之
風
。
と
あ
り
、
孝
建
中
よ
り
孝
武
帝
の
寵
愛
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
但
、
そ
れ
は
新
安
王
子
鸞
に
そ
の
寵
愛
が
移
る
ま
で
の
期
間
で
　　
　
は
あ
っ
た
が
。
子
鸞
は
、
大
明
四
年
に
新
安
王
に
封
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
孝
武
帝
の
子
尚
に
対
す
る
寵
愛
は
、
恐
ら
く
、
大
明
三
年
頃
ま
で
は
続
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
子
尚
は
、
成
長
す
る
に
つ
れ
凡
庸
、
且
つ
凶
暴
さ
を
現
わ
し
始
め
た
ら
し
い
。
次
に
、
非
常
に
注
目
す
べ
き
一
文
を
掲
げ
て
お
こ
う
。
巻
八
二
沈
懐
文
伝
に
子
尚
諸
王
子
皆
置
邸
舎
。
遂
什
一
之
利
。
為
患
偏
天
下
。
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
り
、
記
事
の
配
列
順
次
か
ら
み
て
、
こ
れ
は
大
明
四
年
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
子
尚
十
歳
の
と
き
に
は
右
の
よ
う
な
行
状
で
あ
り
な
が
ら
七
・
八
歳
当
時
に
は
全
く
清
廉
で
、
正
直
に
山
澤
封
固
の
弊
を
上
言
し
た
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。
仮
に
、
そ
の
上
言
が
子
尚
自
身
の
も
の
で
、
時
勢
を
い
い
当
て
て
い
よ
う
と
も
、
恐
ら
く
、
誰
か
後
見
人
の
作
文
で
あ
り
、
そ
れ
も
羊
希
と
親
し
い
間
柄
に
あ
る
も
の
で
、
孝
武
帝
の
子
尚
に
対
す
る
寵
愛
を
利
用
し
て
、
子
尚
、
羊
希
と
と
も
に
孝
武
帝
の
前
で
一
芝
居
う
っ
た
可
能
性
さ
え
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
ろ
う
。
以
上
は
占
山
法
提
起
の
時
期
と
、
そ
れ
を
提
起
せ
し
め
た
西
陽
王
子
尚
に
関
わ
る
と
こ
ろ
些
か
の
問
題
点
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
子
尚
の
寵
愛
を
利
用
し
た
羊
希
に
と
っ
て
占
山
法
を
提
起
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
、
一
体
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
に
考
え
て
ゆ
き
た
い
。
孝
武
帝
期
の
政
策
の
特
徴
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
の
は
、
寒
人
を
用
い
た
側
近
政
治
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
外
政
す
な
わ
ち
対
北
魏
政
策
に
関
し
て
い
え
ば
、
一
貫
し
た
積
極
策
を
採
っ
た
と
い
う
点
に
あ
ろ
う
。
文
帝
の
元
嘉
晩
年
、
二
七
年
・
二
九
年
(四
五
〇
・
四
五
二
)
に
二
度
に
わ
た
る
北
伐
が
強
行
さ
れ
、
何
れ
も
敗
戦
の
憂
目
を
み
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
の
後
一
旦
北
帰
し
た
北
魏
は
、
孝
武
帝
が
即
位
す
る
と
劉
宋
と
の
貿
易
を
求
め
て
き
た
。
そ
れ
に
際
し
、
中
央
の
意
見
は
真
二
つ
に
分
れ
、
軍
人
達
は
あ
く
ま
で
対
北
魏
強
硬
策
を
主
張
し
た
。
巻
九
五
索
虜
伝
に
は
、
世
祖
即
位
。
索
虜
求
互
市
。
江
夏
王
義
恭
・
竟
陵
王
誕
・
建
平
王
宏
・
何
尚
之
・
何
偃
以
為
宜
許
。
柳
元
景
・
王
玄
謨
・
顔
竣
・
謝
荘
・
檀
和
之
・
楮
湛
之
以
為
不
宜
許
。
時
遂
通
之
。
と
み
え
、
ど
う
や
ら
強
硬
派
が
勝
利
を
お
さ
め
た
よ
う
で
あ
る
が
、
前
埖
、
碕
嗷
ま
で
攻
め
上
阨
、
敗
北
し
て
南
帰
し
た
玄
謨
に
し
て
み
れ
ば
、
軍
人
の
面
子
に
か
け
て
も
強
硬
論
を
引
っ
込
め
る
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
菟
。
但
、
面
子
は
と
も
あ
れ
、
財
政
的
に
も
ま
だ
余
裕
が
あ
っ
た
か
ら
、
押
し
通
せ
た
と
も
い
え
よ
う
。
今
し
ば
ら
く
、
孝
武
帝
期
の
対
北
魏
策
を
追
っ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
巻
九
四
恩
倖
伝
徐
爰
条
に
、
孝
武
帝
と
徐
爰
の
対
北
魏
防
衛
問
答
が
あ
り
、
孝
建
三
年
、
北
魏
が
国
境
を
侵
し
た
際
に
、
国
防
問
題
を
群
臣
に
尋
ね
た
の
に
対
し
て
、
徐
爰
が
回
答
し
た
も
の
で
あ
範
。
こ
こ
に
全
文
を
掲
げ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
就
中
、
劉
宋
の
羊
希
占
山
法
解
釈
に
対
す
る
一
つ
の
試
み
一
〇
五
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
通
巻
第
十
八
號
一
〇
六
詔
旨
。
若
令
辺
地
歳
驚
。
公
私
失
業
。
経
費
困
於
徭
輸
。
遠
円
決
無
遂
事
。
寝
弊
賛
略
。
逆
応
有
方
。
と
あ
り
、
又
、
詔
旨
。
賊
之
所
向
。
本
無
前
謀
。
兵
之
所
進
。
亦
無
定
所
。
比
歳
戎
戌
。
倉
庫
多
虚
ゆ
先
事
聚
衆
。
則
消
費
糧
粟
。
敵
至
倉
卒
。
又
無
以
相
応
。
と
あ
る
の
は
、
度
重
な
る
出
兵
と
、
そ
れ
に
伴
う
軍
事
費
の
不
足
に
対
す
る
孝
武
帝
の
懸
念
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
後
者
の
詔
旨
に
つ
い
て
の
徐
爰
の
回
答
は
、
臣
以
為
推
鋒
前
討
。
大
須
資
力
。
拠
本
応
末
。
不
俟
多
衆
。
今
寇
無
傾
国
豕
突
。
列
城
勢
足
脣
歯
。
養
卒
得
勇
。
所
任
得
才
。
臨
事
而
懼
。
応
機
無
失
。
豈
煩
空
聚
兵
衆
。
以
待
未
然
。
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
元
嘉
二
七
年
の
北
伐
失
敗
を
顧
慮
し
て
答
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
元
嘉
二
七
年
、
北
伐
に
際
し
て
一
定
の
有
資
格
者
を
除
い
た
亶
兌
州
の
三
五
門
層
の
民
丁
を
一雇
っ
て
従
軍
毒
、
又
、
全
国
に
弓
の
射
手
を
募
る
に
当
た
っ
て
は
厚
賞
を
加
え
て
雇
っ
た
の
で
あ
る
樋
、
所
詮
は
烏
合
の
衆
、
な
か
に
は
金
儲
け
よ
ろ
し
く
募
兵
に
応
じ
た
も
の
も
あ
ろ
う
し
、
こ
れ
で
は
士
気
が
上
る
は
ず
も
な
く
・
敗
戦
も
当
然
の
結
果
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
徐
爰
は
、
元
嘉
二
七
年
の
戦
争
で
は
北
魏
も
同
様
に
国
力
を
消
耗
し
て
い
よ
う
か
ら
・
暫
く
は
南
進
し
て
く
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
今
の
内
に
精
兵
を
養
い
、
次
回
の
対
北
魏
戦
は
人
海
戦
術
に
頼
る
な
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
・
「推
鋒
前
討
。
大
須
資
力
。
拠
本
応
末
。
不
俟
多
衆
。
」
と
は
、
こ
ち
ら
も
前
の
戦
争
で
倉
庫
は
空
っ
ぽ
で
あ
る
が
、
そ
こ
は
資
金
を
掻
き
集
め
、
こ
れ
を
無
駄
使
い
す
る
こ
と
な
く
、
養
っ
た
精
兵
を
以
て
先
手
必
勝
を
狙
え
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
そ
の
資
金
の
掻
き
集
め
方
で
あ
る
が
、
巻
九
四
索
虜
伝
に
あ
る
元
嘉
二
七
年
の
北
伐
の
際
の
軍
資
金
調
達
と
し
て
は
、
王
公
妃
主
及
朝
士
牧
守
。
各
献
金
帛
等
物
。
以
助
国
用
。
下
及
富
室
小
民
。
亦
有
献
私
財
至
数
十
万
者
。
と
み
え
、
王
公
以
下
、
恐
ら
く
農
民
に
い
た
る
ま
で
の
献
上
物
及
び
献
金
で
賄
お
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
が
、
そ
れ
で
も
賄
い
切
れ
な
　ね
　
か
っ
た
ら
し
く
、
百
官
の
俸
禄
の
三
分
の
一
を
カ
ッ
ト
し
て
軍
費
に
供
出
さ
せ
た
り
、
又
、
同
じ
く
索
虜
伝
に
は
、
軍
用
不
充
。
揚
・
南
徐
⊥
兌
・
江
四
州
富
有
之
民
。
家
資
満
五
十
万
。
僧
尼
満
二
十
万
者
。
並
四
分
換
一
。
過
此
率
計
。
事
息
即
還
。
と
あ
っ
て
、
資
産
五
〇
万
以
上
の
富
室
と
二
〇
万
以
上
の
僧
尼
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
資
産
の
四
分
の
一
の
率
計
算
で
借
金
す
る
旨
を
、
有
司
が
上
奏
し
て
い
る
。
こ
の
借
金
案
が
実
行
さ
れ
た
か
否
か
は
別
と
し
て
、
恐
ら
く
徐
爰
は
、
こ
れ
等
の
資
金
調
達
法
を
今
一
度
行
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
元
嘉
二
七
年
の
北
伐
は
、
ま
さ
に
官
民
あ
げ
て
の
総
力
戦
だ
っ
た
訳
で
あ
る
が
、
こ
の
北
伐
は
大
敗
を
喫
し
た
か
ら
、
仮
に
有
司
の
借
金
案
が
実
施
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
富
民
側
の
貸
し
倒
れ
に
終
っ
た
に
相
違
な
い
、
加
え
て
、
元
嘉
二
九
年
に
も
再
び
敗
戦
し
て
い
る
か
ら
、
資
金
供
給
者
の
意
気
も
鎖
沈
し
、
徐
爰
の
「大
い
に
資
力
を
須
」
め
る
案
も
資
金
調
達
面
か
ら
は
必
須
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
実
行
は
難
し
か
っ
た
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
何
と
か
調
達
せ
ね
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
の
が
、
現
状
で
あ
っ
た
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
孝
武
帝
は
元
嘉
の
北
伐
大
敗
に
よ
る
大
借
金
を
抱
え
た
ま
ま
即
位
し
、
尚
且
つ
、
北
魏
征
討
を
継
続
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
　ヨ
と
こ
ろ
で
、
資
金
供
給
の
源
と
な
っ
た
「富
室
小
民
」
に
つ
い
て
唐
長
孺
氏
は
、
商
人
を
含
人
だ
寒
人
地
主
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
傾
聴
　む
　
す
べ
き
意
見
で
あ
る
と
思
う
。
又
、
宮
川
尚
志
は
、
南
朝
の
寒
人
を
「
理
財
に
長
じ
た
三
呉
出
身
の
富
豪
」
と
さ
れ
、
川
勝
義
雄
氏
も
、
寒
人
の
全
て
が
富
豪
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
恩
倖
の
中
に
商
人
出
身
者
や
、
商
人
と
関
係
を
も
つ
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
劉
宋
の
羊
希
占
山
法
解
釈
に
対
す
る
一
つ
の
試
み
一
〇
七
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
通
巻
第
十
八
號
一
〇
八
　ま
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
元
嘉
北
伐
の
際
の
資
金
調
達
が
、
商
人
に
負
う
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
加
え
て
、
王
玄
謨
等
の
強
硬
論
に
伴
う
一
層
の
資
金
の
供
給
を
、
更
に
商
人
か
ら
提
供
に
負
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
孝
武
帝
期
の
寒
人
の
中
央
政
界
進
出
は
、
借
金
相
殺
的
側
面
を
も
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
又
、
寒
人
が
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い
け
た
の
も
、
そ
の
後
の
戦
争
資
金
調
達
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
無
論
、
こ
の
よ
う
な
商
業
資
本
の
活
用
は
一
つ
の
手
段
で
あ
っ
て
、
他
に
も
種
々
の
改
革
が
実
施
　め
　
さ
れ
た
こ
と
は
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
、
当
時
は
皇
帝
権
力
の
増
大
を
図
る
と
と
も
に
、
内
廷
の
財
政
を
充
実
さ
せ
る
べ
く
、
各
地
に
台
伝
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
に
中
央
　レ
　
か
ら
台
使
を
派
遣
し
て
、
山
澤
の
物
資
を
利
用
し
た
営
利
活
動
、
民
間
と
の
物
資
交
易
を
行
っ
て
い
た
。
孝
武
帝
は
、
こ
の
台
使
派
遣
に
よ
り
、
賦
税
の
速
や
か
な
徴
収
を
企
図
し
、
又
、
台
使
の
任
に
は
、
多
く
寒
人
が
当
っ
て
い
た
か
ら
、
彼
等
は
通
常
の
任
務
の
外
に
、
自
　　
　
ら
暴
利
を
む
さ
ぼ
っ
て
、
地
方
を
圧
迫
し
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
孝
武
帝
の
即
位
を
機
に
、
皇
帝
権
の
強
化
に
伴
う
帝
室
財
政
の
増
加
と
、
元
嘉
の
北
伐
の
負
の
遺
産
を
解
消
す
べ
く
、
国
家
財
政
の
立
て
直
し
が
焦
眉
の
急
で
あ
っ
た
。
孝
武
帝
の
治
世
は
ま
さ
に
以
上
の
よ
う
な
財
政
転
換
期
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
羊
希
は
、
こ
の
時
期
に
尚
書
左
丞
を
拝
し
、
占
山
法
を
提
起
し
た
。
加
え
て
、
孝
武
帝
が
こ
れ
に
賛
同
し
た
事
実
は
、
何
よ
り
も
法
の
主
旨
が
孝
武
帝
の
意
志
に
沿
う
も
の
、
す
な
わ
ち
、
北
伐
に
よ
る
国
家
財
政
疲
弊
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
政
策
の
一
端
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
羊
希
は
、
急
速
な
国
家
財
政
立
て
直
し
に
乗
じ
て
、
自
ら
の
利
益
を
求
め
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
次
章
で
は
今
ま
で
み
て
き
た
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
、
占
山
法
の
両
側
面
(
一
つ
は
羊
希
自
身
の
利
益
追
求
、
一
つ
は
国
家
財
政
の
立
て
直
し
と
更
な
る
軍
事
費
の
調
達
)
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
稍
々
占
山
法
を
解
釈
し
て
み
た
い
。
四
〈
前
文
〉
希
以
。
壬
辰
乃
制
。
其
禁
厳
刻
。
事
既
難
遵
。
理
与
時
弛
。
而
占
山
封
水
。
漸
染
復
滋
。
更
相
因
仍
。
便
成
先
業
。
一
朝
頓
去
。
易
致
嗟
怨
。
今
更
刊
革
。
立
制
五
条
。
こ
の
文
自
体
。
、
特
に
疑
問
点
を
有
す
る
箇
所
は
な
い
。
但
、
「
一
朝
に
頓
去
す
れ
ば
、
嗟
怨
を
致
し
易
」
い
と
、
既
得
権
益
者
へ
の
配
慮
が
伺
わ
れ
る
点
、
以
下
の
条
文
解
釈
に
先
立
っ
て
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
〈
第
一
条
〉
凡
是
山
澤
。
先
常
爆
爐
種
養
竹
木
雑
果
為
林
彷
。
及
陂
湖
江
海
魚
梁
觜
場
。
常
加
功
修
作
者
。
聴
不
追
奪
。
こ
の
条
で
は
、
先
ず
山
澤
の
内
容
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
羊
希
が
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
山
澤
と
は
、
切
り
開
い
て
竹
木
雜
果
を
植
え
た
り
、
陂
湖
江
海
に
魚
梁
を
掛
け
た
り
養
漁
の
場
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
限
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
来
山
澤
と
は
更
に
広
い
範
囲
を
含
む
も
の
で
あ
っ
て
、
『晋
書
』
巻
二
四
職
官
志
に
は
名
山
大
澤
不
以
封
。
監
鉄
金
銀
銅
錫
。
始
平
之
竹
園
別
都
。
宮
室
囿
園
。
皆
不
属
国
。
と
あ
っ
て
、
名
山
.
大
澤
を
始
め
と
し
て
、
監
池
.
鉱
山
も
ま
た
山
澤
の
内
な
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
、
羊
希
が
対
象
と
し
た
の
は
飽
く
ま
で
農
林
漁
業
の
場
で
あ
っ
て
、
名
山
.
大
澤
等
は
除
外
さ
れ
て
お
り
、
加
え
て
、
農
林
漁
業
の
場
と
化
し
た
山
澤
の
内
、
常
に
そ
れ
等
を
維
持
管
理
し
て
生
産
を
上
げ
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
放
置
し
て
荒
廃
さ
せ
て
い
る
か
を
問
題
と
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
劉
宋
の
羊
希
占
山
法
解
釈
に
対
す
る
一
つ
の
試
み
一
〇
九
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
通
巻
第
十
八
號
=
○
な
ら
ば
、
何
故
羊
希
は
『晋
書
』
職
官
志
に
あ
る
名
山
・
大
澤
・
鉱
山
等
を
除
外
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
本
来
君
主
の
私
産
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
部
分
を
切
り
捨
て
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
重
近
啓
樹
氏
に
よ
れ
ば
、
秦
漢
期
の
山
澤
に
は
二
つ
の
系
統
が
あ
っ
て
、
そ
の
一
つ
は
君
主
の
私
産
と
し
て
、
中
央
の
直
属
官
に
よ
り
管
理
・
経
営
・
徴
税
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
今
一
つ
　
む
　
は
・
そ
れ
と
区
別
さ
れ
、
民
の
自
由
な
用
益
が
許
さ
れ
る
開
放
的
な
山
澤
、
今
後
者
を
氏
に
習
っ
て
一
般
山
澤
と
呼
ん
で
お
こ
う
。
さ
て
、
重
近
氏
の
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
山
澤
が
秦
漢
以
来
二
元
的
発
展
を
遂
げ
た
な
ら
ば
、
君
主
の
私
産
と
し
て
の
そ
れ
は
、
劉
宋
孝
武
期
に
至
っ
て
台
伝
の
管
轄
下
に
入
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
た
と
え
封
固
さ
れ
て
い
よ
う
と
、
羊
希
に
と
っ
て
は
管
轄
の
外
に
あ
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
言
及
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
麺
。
羊
希
の
言
及
す
べ
き
は
一
般
山
澤
の
み
で
よ
い
訳
で
あ
る
。
結
局
、
本
条
で
追
奪
の
対
象
と
な
る
の
は
、
放
置
山
澤
だ
け
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
一
般
山
澤
を
封
固
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
も
、
放
置
し
て
い
る
以
上
は
あ
ま
り
美
地
で
は
な
か
ろ
う
か
ら
、
仮
に
追
奪
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
痛
手
を
被
る
よ
う
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
今
一
つ
の
追
奪
対
象
と
し
て
、
無
主
の
土
地
に
帰
し
た
没
落
荘
園
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
『
太
平
御
覧
』
巻
九
六
二
竹
部
一
竹
上
に
『述
征
記
』
を
引
い
て
、
仙
陽
県
城
東
北
二
十
里
。
有
中
散
大
夫
樒
康
宅
。
今
悉
溜
田
墟
。
而
父
老
猶
種
竹
木
。
と
あ
り
、
又
、
樒
康
の
宅
に
つ
い
て
は
、
『晋
書
』
巻
四
九
に
宅
中
有
一
柳
樹
甚
茂
。
乃
激
水
園
之
。
と
み
え
る
。
宅
と
は
、
渡
辺
信
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
耕
地
と
の
結
合
を
通
じ
、
山
林
藪
澤
地
等
の
公
有
原
則
を
切
り
崩
し
、
私
的
土
地
占
有
を
拡
大
し
て
ゆ
く
基
点
で
あ
つ
煙
。
竹
林
の
七
賢
に
数
え
ら
れ
た
稽
康
が
如
何
程
の
大
土
地
所
有
を
実
現
し
て
い
た
か
は
さ
て
お
き
、
『述
征
記
』
の
記
載
か
ら
、
彼
の
宅
に
も
耕
地
が
附
随
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
の
宅
に
も
、
司
馬
昭
に
よ
っ
て
彼
が
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
後
、
荒
地
に
帰
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
荘
園
と
し
て
経
営
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
荘
園
主
が
死
刑
等
に
処
　の
　
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
無
主
の
土
地
に
な
っ
た
際
に
は
追
奪
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
本
条
は
、
有
力
者
の
既
得
権
益
を
犯
す
こ
と
な
く
、
未
開
か
放
置
さ
れ
た
山
澤
、
無
主
の
土
地
に
帰
し
た
没
落
荘
園
等
を
、
一
旦
収
官
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
〈
第
二
条
〉
官
品
第
一
・
第
二
聴
占
山
三
頃
。
第
三
・
第
四
品
二
頃
五
十
畝
。
第
五
・
六
品
二
頃
。
第
七
・
第
八
品
一
頃
五
十
畝
。
第
九
晶
及
百
姓
幽
頃
。
皆
依
定
格
。
条
上
貲
薄
。
〈
第
三
条
〉
若
先
已
占
山
。
不
得
更
占
。
先
占
闕
少
。
依
限
占
定
。
こ
こ
で
は
、
便
宜
上
、
二
条
と
三
条
を
併
せ
考
え
る
。
本
条
に
お
け
る
「占
」
の
字
義
を
、
「排
他
的
占
有
を
制
限
す
る
」
と
の
み
考
え
た
場
合
は
、
あ
ま
り
に
大
土
地
所
有
の
現
状
と
懸
け
離
れ
て
い
て
、
条
文
自
体
が
空
文
化
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
有
効
な
解
釈
と
な
　
お
　
る
の
は
、
越
智
重
明
氏
の
説
、
す
な
わ
ち
、
孝
武
帝
の
税
制
改
革
の
一
端
を
担
う
貲
産
税
の
一
つ
と
み
る
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
北
伐
に
よ
る
財
政
疲
弊
を
解
消
す
る
の
は
急
務
で
あ
る
こ
と
、
直
前
に
み
た
通
り
で
あ
れ
ば
、
土
地
の
占
有
を
認
め
る
代
り
に
何
等
の
見
返
り
を
要
し
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
。
但
七
、
占
有
を
認
め
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
第
一
条
と
の
関
り
か
ら
し
て
、
収
官
し
た
土
地
を
再
度
割
り
当
て
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
を
実
際
に
土
地
を
配
分
し
、
貲
薄
に
登
録
す
る
と
い
う
面
か
ら
み
れ
ば
、
恐
ら
く
官
品
の
高
い
、
割
り
当
て
を
う
け
る
必
要
の
無
い
も
の
は
、
第
三
条
に
よ
り
既
得
権
益
の
中
に
繰
り
込
ん
で
、
所
有
す
る
全
て
の
土
地
の
中
か
ら
官
品
相
当
分
の
み
を
貲
簿
に
登
録
し
た
劉
宋
の
羊
希
占
山
法
解
釈
に
対
す
る
一
つ
の
試
み
一
=
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
通
巻
第
十
八
號
=
二
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
実
際
土
地
再
分
配
の
恩
恵
を
被
っ
た
の
は
、
占
山
額
未
充
足
者
、
恐
ら
く
貧
下
農
民
層
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
を
以
て
小
農
民
保
護
と
す
る
の
は
性
急
で
あ
っ
て
、
何
故
な
ら
彼
等
は
、
一
頃
に
充
足
さ
れ
れ
ぼ
、
一
頃
全
て
を
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
一
体
、
官
品
を
基
準
に
し
て
第
一
品
以
下
二
品
毎
に
一
括
り
に
し
、
上
か
ら
下
へ
五
十
畝
ず
つ
減
少
さ
せ
て
貲
簿
登
録
す
る
と
い
う
の
は
、
官
品
を
以
て
、
そ
れ
を
機
械
的
に
貲
産
に
換
算
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
下
に
い
く
程
現
実
の
土
地
所
有
額
と
近
く
な
り
、
上
に
な
る
程
懸
け
離
れ
る
で
あ
ろ
う
。
羊
希
は
一
品
か
ら
百
姓
ま
で
の
数
値
を
設
定
す
る
際
に
は
、
先
ず
百
姓
一
頃
を
設
定
し
、
九
品
と
括
ロ
　　
　
っ
た
後
に
、
二
品
毎
に
五
十
畝
を
加
え
た
結
果
、
一
・
二
品
が
三
頃
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
は
∩
上
に
軽
く
下
に
重
い
課
税
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
私
は
、
第
二
章
に
お
い
て
羊
希
の
処
世
術
を
み
、
占
山
法
の
制
定
に
も
皇
帝
、
恩
倖
の
意
志
を
反
映
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
想
し
て
お
い
た
。
そ
の
こ
と
は
本
条
に
見
事
に
表
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
当
時
の
恩
倖
戴
法
興
を
例
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
巻
九
四
恩
倖
伝
に
は
大
明
二
年
の
こ
と
と
し
て
、
法
興
転
員
外
散
騎
侍
郎
。
給
事
中
。
太
子
旅
賁
中
郎
将
。
太
守
如
故
。
と
あ
り
、
官
品
は
五
品
と
な
っ
て
占
山
二
頃
に
換
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
課
税
率
が
い
く
ら
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
仮
に
元
嘉
二
七
年
の
北
伐
の
際
の
課
税
率
、
ず
な
わ
ち
貲
産
の
四
分
の
一
と
し
、
占
山
一
頃
を
貲
産
一
万
銭
と
み
な
し
た
場
合
、
五
千
銭
が
徴
収
さ
れ
る
こ
　お
　
と
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
伝
に
は
、
又
、
而
法
興
・
明
宝
大
通
人
事
。
多
納
貨
賄
。
凡
所
薦
達
。
言
無
不
行
。
天
下
輻
湊
。
門
外
成
市
。
家
産
並
累
千
金
。
と
あ
っ
て
、
「累
千
金
」
が
具
体
的
に
如
何
程
に
な
る
か
わ
か
ら
な
順
が
、
元
嘉
二
七
年
の
111I
事
の
よ
う
に
、
貲
産
五
〇
万
を
全
て
把
握
さ
れ
た
上
で
、
四
分
の
一
を
徴
収
さ
れ
る
よ
り
は
、
随
分
軽
減
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
逆
に
、
貧
下
農
層
は
、
土
地
一
頃
を
充
足
さ
れ
は
す
る
も
の
の
、
同
時
に
、
貲
産
一
万
銭
に
換
算
さ
れ
、
二
千
五
百
銭
が
徴
収
さ
れ
る
　　
　
こ
と
に
な
っ
て
、
相
対
的
に
み
れ
ば
非
常
な
重
税
と
な
る
に
相
違
な
い
。
第
三
章
で
み
た
通
り
、
孝
武
帝
の
治
世
が
一
貫
し
て
対
北
魏
強
攻
策
を
執
り
、
「
大
い
に
資
力
」
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
以
上
、
こ
の
方
策
は
官
民
総
同
員
で
対
北
魏
戦
争
を
後
援
す
る
と
い
う
意
味
合
い
を
も
も
ち
、
孝
武
帝
が
反
対
す
る
は
ず
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
又
、
羊
希
に
し
て
も
大
明
初
に
尚
書
左
丞
に
任
官
し
、
こ
れ
か
ら
貲
産
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
す
る
と
き
に
、
六
品
官
と
し
て
二
頃
分
を
見
做
貲
産
と
さ
れ
た
ほ
う
が
、
都
合
が
良
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
〈第
四
条
〉
若
非
前
条
旧
業
。
一
不
得
禁
。
「前
条
の
旧
業
」
と
は
、
第
一
条
の
「種
養
竹
木
雜
果
為
林
務
。
及
陂
湖
江
海
魚
梁
鰌
鰲
。
」
に
相
違
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「非
前
条
旧
業
」
と
は
「第
一
条
の
農
林
漁
業
で
は
な
い
農
林
漁
業
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
思
い
浮
方
ぶ
と
こ
ろ
農
田
耕
作
よ
り
無
さ
そ
う
で
あ
る
。
す
れ
ば
本
条
は
、
「占
山
を
認
め
ら
れ
た
土
地
で
、
果
樹
園
を
造
っ
て
も
養
漁
地
を
造
っ
て
も
よ
い
し
、
耕
地
に
転
化
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
」
と
い
う
こ
と
で
、
第
一
条
収
官
さ
れ
、
第
二
条
で
分
配
さ
れ
る
土
地
が
未
開
山
澤
や
没
落
荘
園
で
あ
っ
た
か
ら
、
土
地
状
態
が
異
な
り
、
一
率
に
一
つ
の
産
業
に
固
定
す
る
よ
り
、
選
択
枝
を
増
や
し
て
お
く
方
が
、
全
体
と
し
て
生
産
性
が
上
が
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
本
条
は
、
未
開
地
乃
至
は
荒
地
の
開
発
奨
励
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。
〈
第
五
条
〉
・
臣
ξ
劉
宋
の
羊
希
占
山
法
解
釈
に
対
す
る
一
つ
の
試
み
=
三
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
通
巻
第
十
八
號
=
四
有
犯
者
。
水
土
一
尺
以
上
。
並
計
贓
。
依
常
盗
律
論
。
停
除
咸
康
二
年
壬
辰
科
。
本
条
は
、
納
税
義
務
を
怠
っ
た
場
合
に
課
す
べ
き
罰
則
規
定
で
あ
る
。
五
六
朝
史
を
大
き
な
流
れ
で
み
た
場
合
、
そ
れ
は
、
皇
帝
権
力
の
対
立
の
構
図
の
内
に
推
移
す
る
。
但
、
そ
の
よ
う
な
六
朝
期
で
は
あ
っ
て
も
、
時
代
々
々
を
微
視
的
に
観
察
し
て
ゆ
く
な
ら
ば
、
時
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
無
論
、
こ
の
こ
と
は
、
先
学
諸
氏
も
熟
知
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
劉
宋
期
は
、
貴
族
制
社
会
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
貴
族
が
政
治
権
力
か
ら
浮
き
上
が
っ
た
時
代
、
中
で
も
孝
武
帝
が
寒
人
を
多
く
登
用
し
、
側
近
政
治
を
行
っ
た
こ
と
等
、
先
学
に
よ
っ
て
著
さ
　れ
　
れ
た
概
説
書
や
個
別
研
究
か
ら
も
観
取
で
き
よ
う
。
本
論
も
、
そ
の
恩
恵
を
被
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
当
該
時
代
の
貴
族
階
級
の
経
済
的
基
礎
と
な
る
大
土
地
所
有
の
発
展
に
つ
い
て
研
究
す
る
際
、
従
来
採
ら
れ
て
き
た
方
法
は
、
多
く
、
六
朝
の
各
正
史
に
散
見
す
る
「山
澤
封
固
」
の
史
料
、
又
、
そ
れ
を
禁
止
す
る
史
料
を
縦
に
連
ね
、
そ
の
中
で
羊
希
の
占
山
法
が
如
何
な
る
意
味
を
も
つ
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
羊
希
の
占
山
法
は
、
六
朝
国
家
理
解
の
大
き
な
相
違
の
中
に
呑
み
込
ま
れ
、
時
代
の
特
殊
性
を
以
て
現
れ
る
一
制
度
と
し
て
は
、
評
価
さ
れ
難
く
な
る
。
初
め
に
、
本
来
あ
る
べ
き
自
身
の
国
家
観
を
述
べ
な
か
っ
た
の
は
、
確
固
と
し
た
国
家
観
を
未
だ
も
つ
に
至
っ
て
い
な
い
と
φ
う
私
の
勉
強
不
足
も
あ
る
が
、
既
存
の
国
家
論
(六
朝
全
体
を
通
し
て
の
)
に
囚
れ
る
懸
念
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
本
論
は
、
羊
希
に
よ
り
占
山
法
の
提
起
さ
れ
た
時
代
、
す
な
わ
ち
、
劉
宋
孝
武
帝
の
治
世
の
断
面
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
考
察
す
る
と
い
う
方
法
を
採
る
こ
と
に
し
た
。
羊
希
の
占
山
法
が
元
嘉
北
伐
に
よ
る
財
政
疲
弊
の
解
消
策
で
あ
る
点
、
結
果
的
に
は
越
智
重
明
氏
と
同
様
の
見
解
と
な
っ
た
。
但
、
第
一
条
が
未
開
山
澤
.
没
落
荘
園
の
収
官
で
あ
り
、
第
二
条
は
、
そ
の
収
官
分
の
再
分
配
で
あ
る
こ
と
、
又
、
三
頃
か
ら
一
頃
と
い
う
数
字
が
、
官
品
を
機
械
的
に
換
算
し
直
し
た
課
税
の
た
め
の
目
安
で
あ
ろ
う
こ
と
等
、
新
解
釈
も
提
示
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
今
日
、
秦
漢
史
の
分
野
で
は
重
近
啓
樹
氏
や
好
並
隆
司
氏
に
よ
り
、
新
た
な
山
澤
論
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
麺
。
な
ら
ば
、
今
後
こ
れ
等
の
成
果
を
以
て
六
朝
の
山
澤
を
促
え
直
す
こ
と
が
必
須
の
課
題
と
な
ろ
う
。
本
論
は
、
そ
の
成
果
を
生
か
す
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
残
さ
れ
た
問
題
鳳
多
い
。
注ω
前
者
の
立
場
を
採
る
も
の
と
し
て
、
大
川
富
士
夫
「東
晋
・
南
朝
時
代
に
お
け
る
山
林
叢
沢
の
占
有
」
(
『立
正
史
学
』
第
二
五
号
、
一
九
六
一
年
。
後
に
『六
朝
江
南
の
豪
族
社
会
』
雄
山
閣
、
一
九
八
七
年
所
収
)
、
唐
長
孺
「南
朝
的
屯
・
邸
・
別
墅
及
山
澤
估
領
」
(
『歴
史
研
究
』
一
九
五
四
年
第
二
期
)
が
あ
り
、
後
者
と
し
て
は
、
堀
敏
一
『均
田
制
の
研
究
』
第
八
章
第
五
節
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
。
及
び
關
尾
史
郎
「六
朝
期
江
南
の
社
会
」
(
『東
ア
ジ
ア
世
界
の
再
編
と
民
衆
意
識
』
青
木
書
店
、
一
九
八
三
年
)
が
掲
げ
ら
れ
る
。
両
者
の
違
い
は
、
前
者
が
山
澤
を
国
有
乃
至
天
子
専
有
と
考
え
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
国
家
は
山
澤
の
管
理
・
規
制
権
を
握
る
も
の
と
す
る
の
に
よ
る
。
②
以
後
、
本
文
中
の
『宋
書
』
か
ら
の
引
用
は
、
巻
数
以
下
の
み
を
記
し
、
書
名
を
省
く
。
㈹
川
勝
義
雄
「侯
景
の
乱
と
南
朝
の
貨
幣
経
済
」
(
『東
方
学
報
』
京
都
第
三
二
冊
、
一
九
六
二
年
。
後
に
『六
朝
貴
族
制
社
会
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
、
第
m
部
第
三
章
)
。
ω
關
尾
氏
は
、
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
本
法
の
制
定
を
四
五
七
(大
明
元
)
年
直
後
、
遅
く
と
も
四
六
〇
(大
明
四
)
年
の
間
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
よ
り
外
に
年
代
確
定
の
法
が
な
い
の
で
、
同
じ
手
段
で
年
代
を
確
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
⑤
巻
八
〇
孝
武
十
四
王
伝
。
㈲
元
嘉
二
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
劉
宋
の
羊
希
占
山
法
解
釈
に
対
す
る
一
つ
の
試
み
一
一
五
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
通
巻
第
十
八
號
=
六
ω
今
日
の
山
東
省
東
阿
県
の
北
。
㈹
巻
九
五
索
虜
伝
に
元
嘉
二
九
年
の
こ
と
と
し
て
、
玄
謨
攻
碕
傲
。
不
克
退
還
。
と
あ
る
。
⑨
徐
爰
に
つ
い
て
は
、
王
鳴
盛
が
『十
七
史
商
権
』
巻
六
四
「徐
爰
不
當
入
恩
倖
伝
」
に
お
い
て
、
徐
爰
本
儒
者
。
長
於
礼
学
。
又
修
宋
書
。
仕
至
顕
位
。
攷
其
平
生
。
放
歴
内
外
。
無
大
過
悪
。
沈
約
乃
入
之
恩
巧
傳
。
與
阮
佃
天
.
寿
寂
之
・
季
道
児
輩
同
列
。
此
必
沈
約
一
人
之
私
見
。
云
々
と
述
べ
て
お
り
、
仮
に
徐
爰
の
奏
議
に
判
断
の
誤
り
が
あ
ろ
う
と
も
、
私
利
私
欲
の
た
め
で
は
な
く
、
国
益
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
⑩
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
越
智
重
明
「宋
の
孝
武
帝
と
そ
の
時
代
」
(三
上
次
男
博
士
喜
寿
記
念
論
文
集
』
歴
史
編
、
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
。
後
に
『魏
晋
南
朝
の
人
と
社
会
』
研
文
出
版
、
一
九
八
五
年
所
収
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ω
巻
九
五
索
虜
伝
又
募
天
下
弩
手
。
不
問
所
從
。
若
有
馬
歩
衆
芸
。
武
力
之
士
応
科
者
。
皆
加
厚
賞
。
ω
巻
五
文
帝
本
紀
索
虜
攻
懸
瓠
城
。
行
汝
南
郡
事
陳
憲
拒
之
。
以
軍
興
減
百
官
俸
三
分
之
一
。
⑬
唐
長
孺
「南
朝
寒
人
的
興
起
」
(
『魏
晋
南
北
朝
史
論
叢
』
続
編
、
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
出
版
、
一
九
五
九
年
所
収
)
。
ω
宮
川
尚
志
『六
朝
史
研
究
』
政
治
・
社
会
篇
第
五
章
、
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
五
六
年
。
⑮
川
勝
前
掲
論
文
。
㈲
越
智
前
掲
論
文
。
⑰
中
村
圭
爾
「台
伝
i
南
朝
の
財
政
機
構
ー
」
(
『中
国
史
研
究
』
八
、
一
九
八
四
年
)
。
⑱
『南
斉
書
』
巻
四
〇
武
十
七
王
竟
陵
文
宣
王
子
良
伝
、
及
び
『
二
十
二
史
剳
記
』
巻
一
二
「斉
梁
台
使
之
害
」
。
⑲
重
近
啓
樹
「中
国
古
代
の
山
川
籔
沢
」
(駿
台
史
学
』
第
三
八
号
、
一
九
七
五
年
)
。
⑳
中
村
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
台
使
の
「台
」
は
御
史
台
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
尚
書
台
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
⑳
渡
辺
信
一
郎
『中
国
古
代
社
会
論
』
第
四
章
、
青
木
書
店
、
一
九
八
六
年
。
ω
巻
五
四
孔
季
恭
伝
に
は
、
霊
符
家
本
豊
。
産
業
甚
広
。
又
於
永
興
立
墅
。
周
回
三
十
三
里
。
水
陸
地
二
百
六
十
五
頃
。
含
帯
二
山
。
又
有
果
園
九
處
。
為
有
司
所
糾
。
詔
原
之
。
而
霊
符
答
不
実
。
坐
以
免
官
。
後
復
旧
官
。
(中
略
)
前
廃
帝
景
和
中
。
犯
忤
近
臣
。
為
所
讒
構
。
遣
鞭
殺
之
。
二
子
湛
之
・
淵
之
於
都
賜
死
。
と
み
え
る
が
、
父
と
と
も
に
息
子
が
死
刑
に
連
座
さ
せ
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
荘
園
は
後
継
者
が
無
く
な
り
、
無
主
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
私
は
以
上
の
よ
う
な
例
を
想
定
し
て
い
る
。
㈱
越
智
前
掲
論
文
。
⑫の
菊
池
英
夫
氏
は
、
百
姓
に
対
す
る
占
山
一
頃
に
つ
い
て
、
氏
の
論
考
「南
朝
田
制
に
関
す
る
一
考
察
-
唐
田
令
体
系
と
の
関
連
に
お
い
て
ー
」
(
州山
梨
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
四
号
、
↓
九
六
九
年
)
中
で
、
「こ
こ
で
の
一
頃
は
、
西
晋
占
田
規
定
に
お
け
る
百
姓
男
女
の
占
田
額
が
計
一
頃
で
あ
る
の
想
起
せ
し
め
、
凡
そ
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
百
姓
の
占
地
は
一
頃
を
標
準
と
す
る
と
い
う
伝
統
的
観
念
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
数
字
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
従
い
た
い
。
㈲
元
嘉
二
七
年
の
際
は
、
勝
利
を
確
信
し
、
一
度
限
り
の
借
金
と
し
て
返
還
を
予
定
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
四
分
の
一
と
い
う
高
課
税
率
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
対
し
て
羊
希
は
、
一
応
恒
制
た
る
こ
と
を
前
提
に
占
山
法
を
考
え
た
の
で
、
こ
れ
程
高
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
課
税
率
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
計
算
の
便
宜
上
四
分
の
一
と
し
た
。
と
も
あ
れ
、
一
品
官
か
ら
百
姓
ま
で
金
額
差
の
小
さ
い
こ
と
が
判
明
す
れ
ば
よ
い
訳
で
あ
る
。
㈱
農
民
に
対
す
る
徴
税
は
、
恐
ら
く
、
相
当
額
の
穀
物
を
以
て
徴
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
⑳
た
と
流
ば
、
・宮
崎
市
定
『大
唐
帝
国
-
中
国
の
中
世
1
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
八
年
。
及
び
川
勝
義
雄
.劉
宋
政
権
の
成
立
と
寒
門
武
人
ー
貴
族
制
ど
σ
関
連
に
お
い
て
ー
L
(
『東
方
学
報
』
京
都
、
第
三
七
冊
、
一
九
六
四
年
。
後
に
同
氏
前
掲
書
第
m
部
第
一
章
)
。
⑳
重
近
前
掲
論
文
、
及
び
好
並
隆
司
.中
国
古
代
山
沢
論
の
再
検
討
L
(佐
藤
博
士
還
暦
記
念
『中
国
水
利
史
論
集
』
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
一
年
)
。
劉
宋
の
羊
希
占
山
法
解
釈
に
対
す
る
一
つ
の
試
み
一
一
七
